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シックハウス対策の改正建築基準法が施行されました。 
既 号でお伝えしてきました、シックハウス対策の建築基準法が今月から施行されました。クロ

ルピリホスとホルムアルデヒドを対象にした規制で、７月 日以降着工する住宅について適用されます。

従来の性能表示における室内環境の任意の表示制度とは違い、基準法として強制力をもったものです。ま

たこの規制は築後 年以内の住宅の改修の場合も適用されます。去る 月 日、県民交流センターにおい

て説明会が行われましたので、その概略を報告いたします。

※クロルピリホスの使用禁止

防犠剤として使用されていたクロルピリホスを添加した建材は居室を有する建築物には使ってはいけ

ない。クロルピリホスを使用した建築材料のうち建築物に用いられた状態で 年以上経過したものはこ

の限りでない。という事は、築後 年以内の建築物で同建築材料が使われていた場合、増改築するとき

は取り替える必要があるということです。

※ホルムアルデヒドの規制

面材として使用される建材からのホルムアルデヒド発散量から計算された必要換気量を確保された居

室か、 ㎥以下に保つことができるとして大臣認定を受けた居室を除いて、建材の使用面積制限を

受ける。建材の使用面積制限を受ける居室において、床面積 ㎡あたり ㎡以上の開口部が常に設け

られていない場合は換気設備を設ける必要がある。また換気設備の能力と使用建材の区分によりその使

用量は制限される。但し、 ☆☆☆☆と認定された建材か、無垢の木材のように規制対象外のものは使用

量の制限は受けない。 ☆（旧 表示なし）とされた建材は使用できない。

換気設備についても 回 以上の能力が必要とされ、 時間の換気が義務付けられております。そ

の方法も給気、排気、給排気の 通りから選択するようになっています。どの方法を選ぶかは住宅の構

造や求める能力で決まります。詳しくはメーカーに問合せる方が良いでしょう。

さらに、天井裏からの化学物質の流入を防がなくてはなりません。その為には、使用する建材を居室内

と同じにするか気密層又は通気止めを設ける必要がある。

以上のように、今回の改正建築基準法は大変複雑で、解り難い法律です。 日以降着工の住宅はこの基

準を満たしておかなくてはなりません。このため、確認申請時に内装材の使用区分とその使用量を決めて

おかなくてはならず、完成検査時には申請書どうりであることを証明しなくてはなりません。任意制度で

ある性能表示と同じように現場管理の負担もかなり増えるでしょう。使用建材のコスト や換気設備の設

置など 円 坪程度のコスト は必要となるでしょう。ただ、 時間換気といいながら、施主の意

思でスイッチの入・切ができるという事は、今回の改正の成果はその趣旨が十分理解されるかどうかにか

かっているといえそうです。

【情 報】 各建材メーカーは今回の建築基準法改正にあわせ、Ｆ☆☆☆☆ の

製品をラインアップしております。Ｆ☆☆以下の製品が今後住宅には使えない事

から、増改築用に今までの製品が在庫処分されることが予想されます。築後 年

以内の住宅では使用できませんので、十分注意して取り扱いたいものです。

【定休日】 月は 日となります

月は 日となります

ご協力お願いします。 
（お問い合わせは、お客様サービス係の束野まで） 


